
  

 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
平
素
は
当
法
人
の
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
り
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
三
年
前
の
新
年
の
ご
挨
拶
に
て
、
岡
山
に
お
け
る
専
門
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
滋
賀
で
も
当
法
人
が
そ
の
一
翼
を
担
い
、
実
現

し
た
い
と
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
取
組
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
大
津
に 

お
い
て
実
施
し
て
い
る
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
は
岡
山
に 

な
ら
っ
た
も
の
で
す
が
、
多
様
な
専
門
職
が
複
数
で
、
ワ 

ン
ス
ト
ッ
プ
、
時
間
無
制
限
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
、
相 

談
者
の
方
に
大
変
な
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
県
内
の
他 

の
圏
域
に
お
い
て
も
取
組
ま
れ
る
程
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
滋
賀
県
社
会 

福
祉
協
議
会
等
が
主
催 

す
る
成
年
後
見
や
権
利 

 

一
．
新
年
の
あ
い
さ
つ 

二
～
三
． 

あ
さ
が
お
の
仕
事 

四
．
お
知
ら
せ 
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擁
護
の
た
め
の
研
修
等
も
、
滋
賀
県
社
会 

福
祉
士
会
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー 

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
滋
賀
支
部
、
滋
賀
弁
護
士 

会
、
市
町
社
協
、
当
法
人
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ 

Ｏ
法
人
等
の
連
携
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
家
の
岡
山
に 

は
未
だ
及
び
ま
せ
ん
が
、
三
年
前
と
比
較
す
れ
ば
大
き
な
進
歩
だ 

と
思
い
ま
す
。 

 

当
法
人
は
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
関
わ
り
つ 

つ
も
、
設
立
の
趣
旨
で
あ
る
地
元
の
権
利
擁
護
を
担
う
役
割
を
怠 

る
こ
と
な
く
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め 

に
は
、
組
織
の
人
的
、
そ
し
て
物
的
（
財
政
的
）
基
盤
を
さ
ら
に
固
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
新
た
に
専
従
事
務
局
長
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
は
相
談
員
体
制

を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
法
人
は
、
昨
年
、
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
寄
付
を
頂
い
た
場
合
に
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
後
も
寄
付
を
受
け
る
に
値
す
る
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
が
頂
け
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で

す
。 

 
本
年
は
、
当
法
人
設
立
十
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
本
年
を
当
法
人
の
さ
ら
な
る
飛

躍
の
年
と
す
べ
く
、
理
事
、
職
員
一
同
尽
力
致
し
ま
す
の
で
、
本
年
も
旧
年
以
上
の
ご

支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

理
事
長 

竹
下 

育
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毎年５月に通常総会を実施していま 

す。今年度は、総会の日に合わせて、 

圡井裕明弁護士より悪徳商法に関する 

わかりやすいご講演と、滋賀県消費生活

コンサルタント協会の方々に「和服を売

るつもりが、安く買い取られた貴金属」、

「消えた 1000 万円?!～転ばぬ先の成年

後見～」の寸劇をご披露いただきまし

た。 

悪徳商法の様々な手口を知る 

ことができたと共に、身近な所で 

起こり得る事を実感しました。 

障がい者や高齢者の 

権利擁護についての普及 

啓発事業を行っています。 

市民を主体とした集まりや、

行政や社協、障がい者や高齢

者関係の団体や事業所などの

研修や講演会に、毎年３０件

余り講師を派遣しています。 

テーマは、「権利擁護活動」、 

「成年後見制度」、「虐待防止」

などについてです。今後もこ

の活動を続けることで、より

多くの方々に権利擁護や成年

後見制度について知ってもら

い、必要な人に制度がいきわ

たることを願っています。 

大津において、高齢者や障がい者

の権利を侵害されることなく、とも 

に暮らしていくために何が必要 

なのかを３年間にわたり大津市、 

弁護士会、司法書士会、社会福祉

士会、社会福祉協議会等の委員とと

もに検討してきました。 

今年度はあり方検討会のもとに

作業部会を設け、成年後見活動を行

う上で大切にすべきことなどを議 

論してきました。また、市民と 

ともに活動を行っていく上では、 

市民にとっても、専門職にとって 

もバックアップしてくれる相談

機関が充実していることが大切で

あることも確認されました。そのた

めに、専門職の中で事例検討を行う

機会を持ち、また専門職が複数で市

民の相談に乗る「なんでも相談会」

を継続して実施し、ネットワークの

輪を拡げています！ 

 

 

法人として後見人等の活動

を行っています。 

【９３件（平成 25年 12月末）】 

 

２日にわたり、有限会社たむらソーシャルネ

ットの田村満子さんを講師にお迎えし開催し

ました。 

１日目は、行政の管理職の方々にもたくさん

参加していただき、行政の責務と権限行使につ

いて、そして支援の根拠を明確にするための帳

票の活用など、虐待対応の基本を教えていただ

きました。２日目は、実際の事例の面接場面を

想定したロールプレイ等の演習をしていただ

き、養護者支援について学びました。養護者役

をされた参加者からは「養護者の気持ちが少し

わかった」という感想が多かったのが印象的で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の相談事業に引き続き、あさがおの業務

について紹介させて頂きます。今回は、主にこの１

年の間で実施してきました、研修・普及啓発事業、

滋賀県高齢者成年後見支援センター事業、市民後

見推進事業などをピックアップします。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見ってどんな制度？どんな時に利用するの？利用するとどうなるの？ 

分かりやすく解説します。 

 

日程・会場：平成２６年１月 19 日（日） 明日都浜大津 5 階 大会議室 

講  師 ：竹下 育男 弁護士（せせらぎ法律事務所） 

申   込 ：大津市福祉政策課 電話（528-2740）／メール（otsu1405@city.otsu.lg.jp） 

 

 

 

 

暮らしの悩みを抱える方やそのご家族、支援者のみなさま 

弁護士・司法書士・社会福祉士等の専門職がご相談をお受けします。 

 

日程・会場：平成２６年２月１日（土）  比叡ふれあいセンター       

 

 

 

 

 

虐待防止に対する取組を推進するためには、行政をはじめ関係機関や団体、医療・介護・福祉の 

専門職等が連携するとともに、地域にお住まいの方々の理解を広げていくことが大切になります。 

身近な問題として、皆さんで一緒に考えてみましょう。 

 

日程・会場：平成２６年２月１９日（水） 滋賀県立男女共同参画センター 大ホール 

講  師 ：池田 直樹 弁護士（大阪アドボカシー法律事務所／日本高齢者虐待防止学会 理事長） 

申   込 ：あさがお 電話（522-0799）／ FAX（522-0845） 

 

 

 

時間 
13:30～15:30 

時間 
13:30～16:00 

時間 
13:30～16:30 
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